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平成23年 3月 11日 午後 2時 46分 忘れもしないあの日、私たちは自

然の驚異と人間の非力さを目の当たりにしました。 

あれから 8 年、復興は進んでいるものの、生まれ育った街に帰ることができ

ない人たちがたくさんいます。以下の記事は、昨年の 3 月 10 日に日本経済新

聞に掲載された記事を抜粋したものです。 

 

東日本大震災で児童 74 人が犠牲になった宮城県石巻市立大川小学校で、津波

にのまれながらも奇跡的に助かった当時 5 年生の只野哲也さん（18）が今冬、

「語り部」活動を始めた。自身が経験したつらい記憶を話すことで「津波の恐ろ

しさや命の尊さを訴えたい」と新たな一歩を踏み出した。 

7 年前の 3 月 11 日。終礼で教室にいた只野さんたちを突然、突き上げるよう

な激しい揺れが襲った。児童らは校庭に避難。寒さと余震に泣き出す児童もいた。

市の広報車などが高台避難を呼びかけるなか、我が子を迎えに来た保護者が「津

波が来るから逃げて」と声をあげた。低学年の児童もシイタケの栽培実習で登っ

たことがある裏山が校庭のすぐ近くにある。しかし裏山への避難は選択されず、

地震発生から 50 分ほどが過ぎてようやく高台への避難が始まった。指示された

行き先は「三角地帯」と呼ばれる北上川の堤防近くの道路だった。 

「ここまで歩いたところで、前方の家から土煙が上がって、木材が砕けるよう

なすごい音が聞こえてきたのです」 

資料を手にした只野さんは茨城県から訪れた中高生に当時の状況を説明して

いた。学校を出て列の先頭で住宅街の路地を歩き始めたときにはすでに津波は

北上川の堤防を越えて迫っていた。「慌てて後ろ向きに全力で走りました。無我

夢中で斜面の急な山を 5 メートルほど登ったところで、大勢の人に後ろから押

されたような強い衝撃を受けました」 

失神した。気がついた時にはずぶぬれで山腹に倒れていた。只野さんは大川小

で奇跡的に生還した児童 4 人のうちの 1 人だ。只野さんの説明を聞いていた高

校生から校舎保存の是非について質問が出た。市は 16 年 3 月、津波の爪痕が残

る校舎を「震災遺構」として保存することを決定したが、遺族の間では「保存」

と「解体」で意見が分かれた。 

保存を訴え続けた只野さんは「校舎が残ることで、こうしてみなさんにどれく

らいの津波だったのか見てもらえる」「助かったはずの命がどうして亡くなって

しまったのかということを忘れてほしくなかったからです」と話した。 

南原中だより 



さらに「校舎があれば帰ってこられる。命日の日に手を合わせる場所が必要な

のです」と付け加えた。大川小や只野さんの自宅があった地区一帯は震災後、居

住できない地域となった。 

津波は同小 3年で妹の未捺（みな）さん（当時 9）、母のしろえさん（同 41）、

祖父の弘さん（同 67）の命を奪った。津波が押し寄せる直前、しろえさんは車

で学校に来てくれた。いったん自宅に戻るというので、持っていたヘルメットを

渡そうとすると「いいからかぶっていなさい」と言い、妹のランドセルだけ受け

取り帰宅して津波に遭った 

只野さんはそのヘルメットを避難時に頭に着けていた。「ヘルメットをかぶっ

ていなかったら、自分も危なかったかもしれない。母は消防団の道具を取りに自

宅に向かったのだと思う」と責任感が強く、優しい母を思い出す。 

また未捺さんは避難する際、自分と同じ列のどこかにいたはずだ。「自分も校

庭にいたときは津波がここまで来るとは思えなかった」と、妹を救えなかったこ

とを悔いる。最愛の家族を失ったつらい思いを胸に、只野さんは語り部として経

験を後世に伝えることを決心した。3 月 11 日はしろえさんの誕生日でもある。

これまで震災のことを話すのは大人とばかりだったという只野さんは「次代に

伝えていく」と言い切る。（以下略） 

 

例年にない暖冬で、あっという間に雪解けを迎えました。雪解けが進むと危険

個所も増えてきています。登下校はもちろん、出かける際も十分気を付けてほし

いと思います。 

１ 川、流雪溝、ため池などが増水しています。近寄らないようにしましょう。

また、かんかん渡り（かた雪渡り）をして側溝などに転落することのないよ

うにしましょう。 

２ 降雪による屋根からの落雪に注意しましょう。 

３ 雪山には登らないこと。崩れたり、落下による骨折、車とぶつかるなどの

事故が起きやすくなります。 

４ 道路を走る車のスピードがかなり上がってい

ます。飛び出しは絶対せず、信号のある場所でも

左右をしっかり確認して渡るなど、十分注意しま

しょう。 

５ 春になると不審者情報が増加します。下校時は

速やかに帰宅しましょう。 

 

 

3月 10日は公立高校受検です。受検する皆さん！慌（あわ）てず、焦（あせ）らず、

諦（あきら）めず！の AAA（トリプル A）で、自信をもって頑張ってこよう！ 

1，2年生は NRT検査です。登校する 3年生も含めてお弁当が必要ですので、忘れないようにしましょう！ 


